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資料 5 

オフセット・クレジット（J-VER）制度関連文書の修正案等の概要 

平成 21 年 11 月 10 日 

環境省 オフセット・クレジット（J-VER）認証運営委員会 

（事務局：気候変動対策認証センター） 

 

 

1. 実施規則及び委員会規程の改訂  資料 5-1･5-2 

（1）方法論パネルの機能強化 

前回の委員会での議論のとおり、方法論パネルの機能強化を行い、オフセッ

ト・クレジット（J-VER）認証運営委員会における議論の充実を図る。 

 

（2）プログラム認証に係る規則の変更 

数回の委員会の議論に則り、プログラム認証の位置づけを明確化する。 

 

（3）バンドリングの位置づけ 

バンドリングについては制度関連文書の中に明文化されていなかったため、

取扱方があいまいになっていたことから、実施規則の中に明文化して位置づけ

を明確化する。 

 

2. モニタリング方法ガイドラインの改訂 資料 5-3 

森林分野における不確実性算定のための各係数に「平成 18 年度 森林吸収源

計測・活用体制整備強化事業 調査報告書」の値を採用。 

 

3. プロジェクト申請等に要する費用の明確化 資料 5-4 

 プロジェクト申請等に要する費用を、バリデーション、検証、プログラム認

証、登録簿に分類した上で明確化。 
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資料 5 

方法論等策定プロセスの改善策の方向性について 

オフセット・クレジット（J-VER）認証運営委員会事務局 

 

１． 背景 

昨年 11 月のオフセット・クレジット（J-VER）制度（以下、「J-VER 制度」）創

設以来、５回のオフセット・クレジット（J-VER）認証運営委員会（以下、「認

証運営委員会」）において、４件のプロジェクトの登録及び７種類のポジティブ

リスト・方法論（以下、「方法論等」）の承認をいただいたところ。 

しかし、環境省が今年度実施している J-VER 制度活用事業者に対する申請書

作成支援・検証費用支援事業を通じて、年度内に最大 30 件程度のプロジェクト

申請がなされることが見込まれるとともに、新規方法論等についても、今年度

のモデル事業等を通じて４～８種類程度、御審議いただく必要があり、今後、

認証運営委員会の負担が非常に大きくなることが想定される。 

一方、J-VER 制度を活用した国内の地球温暖化対策の推進の観点からは、事業

者のニーズを踏まえつつ、プロジェクトの登録・認証に係る審議や方法論等の

承認に係る審議を迅速に行う必要がある。 

 

 

２． 対応案 

上記を踏まえ、認証運営委員会におけるアジェンダ数を減らして個々のプロ

ジェクトの登録・認証に係る議論を深めるとともに、方法論等の策定を迅速化

するため、既存の方法論パネルのメンバーを拡大し、方法論パネルの機能を強

化することとしたい（方法論パネルの機能強化案については、別紙参照）。 

これにより、認証運営委員会に過度の負担がかかることを回避できるととも

に、方法論等の策定を迅速に行うことが可能となる。 

 

 

３． 今後のスケジュール 

今回の認証運営委員会において、方法論等策定プロセスの改善策の方向性に

ついて御了承いただければ、次回の認証運営委員会（11 月上旬開催予定）にお

いて J-VER 制度実施規則等の規程改定案を提示させていただくこととしたい。 

 

参考：第 6 回委員会資料 














